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  第９５号（令和８年２月１８日発行） 

【健康文化部会・竜洋スポーツクラブ】  部会のお知らせ・報告 

新春の竜洋路を駆け抜けました 

 暖かい日差しに恵まれた１月18日（日）、新春恒例の第６

７回竜洋駅伝大会が開催されました。今年は自治会の部15

チーム、一般の部16チーム、計31チームが参加しました。

開会式で竜洋スポーツクラブの松下会長は「地域コミュニ

ティが希薄になっている中、自治会対抗の駅伝を実施してい

るところは県西部にはない。また、この駅伝大会は各自治会

からの250人の交通整理員と竜洋中学校生徒のボランティア

の皆様により成立している」と話しました。竜洋西小をス

タート・ゴールとする全8区間、計１5.8kmのコースで選手

たちは午前10時の号砲で勢いよく飛び出し、沿道で地域の皆

さんの声援に励まされ全チー

ムが事故なくゴールすること

ができました。結果は自治会

の部は敷地が１位、２位が金

洗Ａ、３位が駒場Ａでした。

一般の部は神明中学校が１位

になりました。選手の皆さ

ん、また交通整理などお手伝

いをしていただいた皆さん本

当にお疲れさまでした。 
自治会の部 優勝  

敷地チーム 
第４中継所（神明中） 

スタート地点（竜洋西小） 

 「ながふじ学府小中一体校」を視察しました 
 

 １月22日（木）、住みよいまちづくり協議会役員と20年後の竜洋について考えている市民活動団

体「CHO竜洋」のメンバーが、竜洋地区の小中学校の今後の在り方の参考にするため、「ながふじ

学府小中一体校」を視察しました。豊田北部小学校の内藤校長に校内を案内してもらったあと意見交

換を行い、内藤校長は「中学生は小学生の面倒を本当によくみてくれており、小学生は中学生に憧れ

ていている。小中一体校は人と人がつながることができる教育環境です」と話しました。また、参加

者の一人は「施設が充実しているだけでなく、小学生と中学生が様々な交流ができる学校だと感じ

た」と話していました。 

内藤校長とCHO竜洋の皆さん 一般の方も利用できるながふじ図書館 内藤校長からの説明 
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講座の詳細は竜洋交流センターにお問い合わせください。☎0538-66-9103 

。 

。 

新聞のカラー紙面

を指でちぎり、下

絵に貼り付けて絵

を描くアートです

新聞ならではの味

わいある作品に仕

上がります。誰でも簡単に始めら

れ、細かい指の動きが脳トレにも

なります。 
 

日 時：4月16日（木） 

    9時30分～11時30分 

定 員：10人   

対 象：大人 

費 用：750円（受講料100円 

     ・材料費650円） 

持ち物：新聞紙（カラーの紙面・ 

      なくても大丈夫です） 

申 込：3  

 講座  受講者募集  

【安全安心部会】 

 １月20日（火）、交通安全委員の皆さ

んが参加し竜洋中学校周辺の２交差点と堀

之内セブンイレブン南側交差点で、自転車

のマナー向上を呼びかけるキャンペーンが

実施されました。委員の皆さんは自転車マ

ナーの啓発だけでなく通学する竜洋中学校

の生徒さんたちに声掛けをし、生徒さんた

ちも大きな声で挨拶を返していました。 

自転車マナー向上キャンペーンを実施 

 1月30日（金）に子育て

サークル「エンゼルクラブ」

の節分の豆まきが行われました。鬼が登場すると、泣き出してし

まう子もいましたが、元気よく

「鬼は外、福は内」と豆を投げつ

け、鬼を退治してくれました。最

後は、仲直りした鬼と「赤鬼と青

鬼のタンゴ」の曲に合わせてみん

なで踊りました。涙あり笑いあり

の楽しい時間を過ごすことができ

ました。 

  鬼と楽しく踊りました‼   

 竜洋中学校 

 寒さ厳しいこの季節、２月は学年のまとめの時期であり、次の学年に向けて準備する大切な月です。 

また３年生にとっては受験本番です。日々の努力が実を結ぶよう、教職員一同応援し、サポートして 

まいります。1，２年生も自分の目標に向かってしっかりと取り組んでいきましょう。 

 保護者の皆様におかれましては、引き続き温かい御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます 

 

初志貫徹 

㉗ 

 平野又十郎、浜松銀行業の

父。嘉永6年（1853）掛塚

村の廻船問屋林文吉家に生ま

れました。又十郎は、貯蓄の

必要性から貯蓄組合を作り、

後に商取引や金融事業を行う

銀行を設立しました。又十郎

の死後、その志は、子繁太郎氏に受け継がれ、今の「静岡銀

行」へと発展しました。 

 

倭―太鼓公演 

３年模擬面接 

３年模擬面接 

２年立志式 美術部襖絵プロジェクト 

堀之内交差点 竜中南側交差点 

初めての方でも気軽に楽しめる 

新聞ちぎり絵 

鬼とダンス 


